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三品泌尿器科医院におけ る1984年 か ら1990年

までの6年6カ 月間の入院お よび手術統計

　　 三品泌尿器科医院

三　　 品　　 輝　　 男

 CLINICAL STATISTICS ON INPATIENTS AND 

OPERATIONS AT MISHINA UROLOGICAL OFFICE 

 BETWEEN JULY, 1984 AND DECEMBER, 1990

     Teruo Mishina 

From the Mishina Urological Office

   The total number of inpatients was 1,309. There were 1020 males and 289 females, the male to 
female ratio being 3.5: 1. The major diseases seen in inpatients were benign prostatic hypertrophy, 
bladder tumor, prostatic carcinoma, ureteral stone, urethral diverticulum, bladder neck contracture, 
inguinal hernia and renal tumor. The total number of patients operated on was 1,211; 953 males 
and 258 females. These operations were performed at 11 hospitals using semi-open system. 

   Major operations were transurethral resections of prostatic and bladder tumor, subcapsular 

prostatectomy,  castration, urethral diverticulectomy, nephrectomy, inguinal hernioplasty, ureteroli-
thotomy, radical cystectomy and transurethral ureterolithotripsy. New operation methods were 
radical prostatectomy by Walsh's method, Kock pouch, penis prosthesis implantation, transurethral 
incision of bladder diverticular orifice, Gil-Vernet method for VUR and Stamey's method for 
stress incontinence. Major small operations and examinations for outpatients were transperineal 

prostatic needle biopsies, transurethral urethral and bladder mucosal biopsies, phimotomy, 
transurethral intravesical surgery and percutaneous renal cyst puncture.

(Acta Urol. Jpn. 37: 1069-1075, 1991)

Key words: Clinical statistics

緒 言

1984年7月4日 に泌尿器科医院を開設 して以来6年

6ヵ 月が経過 した.

この間の入院患者および乎術の統計を行ったので報

告する.

入院施設および入院患者への対応

入院を必要 とする患者の入院先は,当 医院に対しセ

ミオープソシステムを採用 して頂いている京都市内

および長岡京市内11病 院である1)開 業当初は11病 院

であったが,現 在では6病 院に患者入院をお願いして

いる(Fig.1)・ 入院施設の選択は患者の希望をもとに

行い,そ の病院の主治医と相談の上,入 院 日,手 術 日,

麻酔法および手術術式を決定する.こ れら決定後,紹

介医にその旨報告する.

手術では著者が執刀し,主 治医(当 該病院の泌尿器

科医もしくは外科医)が 助手を務める.術 後は,主 治

医と著者とが共同管理を行い,両 者間にて絶えず緊密
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Fig・2・ 患 者 に 対す る診 断 と治 療

な連絡をとる.患 老の退院後の経過観察および外来治

療は,紹 介医と著者 とが共同にて行う,

なおCT,ア イ ソトープ検査および血管造影などの

特殊検査は,西陣病院,堀 川病院および大沢病院に,放

射線療法は京都第二赤十字病院放射線科v`,体 外衝撃

波による上部尿路結石破砕法は,西 陣病院,武 田病院

および京都大学附属病院にそれぞれ依頼した(Fig.2).

入 院患者構成

6年6ヵ 月 間 の入 院 患 老 は 男子1020名,女 子289名

の計1309名 で,年 平 均201.4名 で あ った.1309名 中

1211名(92,5%0)に 対 し手術 が 行わ れ た(男953名,

女258名).年 度 別 手 術 症 例 数 はFig.3に 示 す ご と

くで,1年 平 均186.3名 で あ った.1984年 度 が49名 と

少 な い の は,開 業 の年 で,6ヵ 月間 しか な い か ら と思

わ れ る.手 術 症 例 の年 齢 別,男 女別 頻 度 はFig・4の

ご と くで,1歳 よ り96歳 に分 布 し,ピ ー クは60歳 お よ

び70歳 代 に分 布 し,平 均61.'1±19,2歳 で あ った.
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入院患者疾患

副甲状腺 ・副腎 ・腎疾患は129例 にみられ(Table

2),腎 結石症29例,腎 腫瘍27例,嚢 胞性腎疾患20例,

TableL入 院患者の年度別 ・性別 ・年齢別頻度

年 度1984198519861987 1988 1989 1990 小 計
合 計(%)年齢
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三品:入 院統計 。手術

腎孟腫瘍9例 がおもな疾患であった.腎 結核も4例 に

みられた.

尿管疾患は88例 にみられ(Table3),尿 管結石症59

例,原 発性尿管腫瘍13例 がおもな疾患であった.尿 管

閉塞3例 中2例 は子宮筋腫摘出術後合併症であった.

膀胱疾患は223例 に み られ(Table4),膀 胱腫瘍

156例,膀 胱尿管逆流現象ユ4例,神 経因性膀胱13例 が

Table4.膀 胱 疾 患(入 院)

1071

疾 患 名 男 女 合計

Tablez.副 甲 状 腺 ・副 腎 ・腎 疾患(入 院)

疾 患 名 男 女 合計

副甲状腺腫瘍

副腎腫瘍

腎腫瘍

腎孟腫瘍・腎孟尿管腫瘍

腎嚢胞

多発性嚢胞腎

水腎症(先天性)

腎動静脈嚢

馬蹄鉄腎(腎 孟結石症)

腎杯憩室

不完全重複腎孟尿管

完全重複腎孟尿管+巨 大水腎症

腎結石症(鋳型結石)

腎杯結石症

腎尿管結石症

腎結核(含尿管)

膿腎症

腎孟腎炎

気腫性腎孟腎炎

慢性糸球体腎炎

無機能腎

腎後性無尿

腎出血

腎破裂
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膀胱腫瘍

膀胱憩室癌

膀胱癌+尿 管描

膀胱腫瘍+S状 結腸回腸膀胱痕

膀胱血管腫

続発性膀胱腫瘍

膀胱白板症

膀胱結石症

神経因性膀胱

利尿筋括約筋協調不全症

膀胱憩室

膀胱尿管逆流現象

膀胱膣痕

膀胱結腸痩

S状結腸膀胱痕

S状結腸癌+S状 結腸膀胱痕

卵巣膿瘍+膀 胱痕

膀胱破裂

膀胱脱

尿管・回腸 ・膀胱吻合術後吻合部狭窄

ハンナー氏潰瘍

放射線性膀胱炎

膀胱血液タンポナーデ

子宮癌+膀 胱全摘除術後+回 腸導管形成術後

S状 結腸癌

創し開+腸 脱出
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Table5. 膀胱頸部 ・前立腺 ・精嚢 ・射精管疾患

(入院)

疾 患 名 男 女 合計

合 計 64 65 129

Table3.尿 管 疾 患(入 院)

疾 患 名 男 女 合計

原発性尿管腫瘍

上半腎尿管異所開口

異所性尿管瘤

尿管瘤

巨大尿管症

遺残尿管

尿管結石症

尿管狭窄

尿管閉塞

尿管損傷

尿管ポリープ

尿管口狭窄

尿管外尿溢流
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0
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0

0
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3
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1
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膀胱頸部硬化症

膀胱頸部硬化症+膀 胱憩室

膀胱頸部硬化症+神 経因性膀胱

膀胱頚部腫瘍

前立腺肥大症

前立腺肥大症+膀 胱憩室

前立腺肥大症+膀 胱憩室+膀 胱結石症

前立腺肥大症+膀 胱頸部硬化症

前立腺肥大症+膀 胱頸部硬化症+膀 胱憩室

前立腺肥大症+膀 胱結石症

前立腺肥大症+神 経因性膀胱

前立腺肥大症+前 立腺結石症

前立腺結石症

前立腺癌

前立腺膿瘍

精嚢膿瘍

射精管閉塞

恥骨後腔血腫

前立腺周囲膿瘍

直腸癌
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0
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0

0
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お もな疾患であった.

膀胱頸部 ・前立腺 ・精嚢 ・射精管疾患は601例 にみ

られ(Table5),前 立腺肥 大症473例,前 立腺癌74

Table6.尿 道 疾 患(入 院)

疾 患 名 男 女 合計

尿道腫瘍 監0

尿 道尖圭 コ ンジローマL蓋

外 陰部 ・尿道ペ ージェ ット氏病0孟

尿道癌31

傍尿道 口嚢腫[0

傍尿道腫瘍10

尿道下裂62

尿道憩室038

尿道結石症10

尿道狭窄25

尿道皮膚痕10

尿道息 肉02

尿道憩室摘 除術後出血01

腹圧性尿失禁0夏7

t

2

i

4

1

1

8

38

i

7

t

z

i

17

例,膀 胱頸部硬化症39例 がおもな疾患であった.

尿道疾患は85例 にみ られ(Table6),尿 道憩室38

例,腹 圧性尿失禁17例,尿 道下裂8例 がおもな疾患で

あった.

性器 ・その他の疾患は124例 にみられ(Table7),

鼠径ヘルニア29例,精 索 ・陰嚢水瘤20例,停 留精巣18

例,精 巣腫瘍10例 がおもな疾患であった。

合 計 U68.85

Table7.性 器 ・そ の他 疾 患(入 院)

入院手術症例の術式別観察

疾 患 名 男 女 合計

精巣腫瘍

精巣破裂

停留精巣

精巣回転症

精巣上体腫瘍

精巣上体嚢腫

慢性精巣上体炎(結核性)

精索 ・陰嚢水瘤

精索静脈瘤

精液瘤

陰嚢腫瘤

二分陰嚢

陰茎前位陰嚢

転移性陰茎癌

成形性陰茎硬結症

陰茎肉芽腫

陰茎海綿体炎

陰茎内異物

真性包茎

仮性包茎

陰 萎

腹壁ヘルニァ

術後搬痕ヘルニア

鼠径ヘルニア

陰嚢ヘルニア

バルトリン氏腺膿瘍

会陰部搬痕

不妊症

子宮癌

10

1

18

5

1

i

6(2)

20

6

i

z

1

1

1

i

1

1

i

3

z

4

1

1

29

2

0

0

i

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

1

10

1

18

5

t

1

6(2)

20

6

且

z

1

1

1

1

】

1

1

3

z

4

t

I

29

2

i

i

1

1

正,211例の手術症例に対L1,317件 の手術が施行され

た,こ れら手術内容を臓器別にみると以下のごとくで

ある.

副甲状腺 ・副腎 ・腎の手術は138件 施行され(Table

8),腎 摘除術35件,腎 尿管全摘+膀 胱部分切除術20

件,PNC十 アルコール固定術17件,腎 孟切石術13件

がおもなものであった.結 石に対する観血的手術は最

近はほとんど行われず,他 施設でESWLを お願いし

ている.

尿管の手術は88件 施行され(Table9),尿 管切石術

34件,経 尿道的尿管砕石術27件,尿 管膀胱新吻合術 ・

VUR防 止術20件 が おもなものであった.

膀胱の手術は205件 施行され(TablelO),TUR-Bt

104件,根 治的膀胱全摘除術28件,膀 胱部分切除術26

件,経 尿道的膀胱砕石術20件 がおもなものであった.

膀胱頸部 ・前立腺 ・精 嚢 の手術 は590件 施行 され

Table8・ 副 甲状 腺 ・副腎 ・腎 の手 術(入 院)

手 術 名 男 女 合計

副甲状腺腫瘍摘除術

副腎腫瘍摘除術

腎摘除術(リ ンパ郭清)

駆 舅繍 術+膀獺 分切除術
腎尿管膀胱全摘除術(リ ンパ郭清)

半腎摘除術+附 属尿管摘除術

腎切石術

腎孟切石術

腎孟腎杯切石術

腎部分切除術

腎峡部離断術

腎杯憩室切除術

腎孟形成術

腎嚢胞切開術

腎生検

経皮的腎痕術(PNS)

経皮的腎切石術(PNL)

oii

oii

is(14)is(io)ss(x4)

7(6)13(置 且)20(17)

腎嚢胞穿刺術(PNC)+ア ルコール
固定術

試験開腹術4

2(1)

1

4

9

1

z

t

O

7

1

4

4

0

7

夏

i

4

4

0

3

1

1

1

0

3

4

1

10

0

3(1)

2

8

13

1

5

z

i

8

i

7

8

1

17

4

合 計 且21 3124 合 計 73 65138



Table9.尿 管 の 手術(入 院)
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(Table11),TUR-P462件,前 立 腺 被膜 下 摘 除 術68

手 術 名 男 女 合計

尿管切石術

経尿 道的尿管砕石術(TUL)

尿管形成術

尿管全摘 除術+膀 胱部 分切除術

尿管膀胱新 吻合術 ・VUR防 止術

(Paquin法)

(Politan(トLeadbettcr法)

(Coben法)

(Gil-Vernet法)

尿管剥離術

経尿道的尿 管瘤切 開術

27734

18927

224

0>>

51520

(3)(4)(7)

(2)(e>(a)

(o)(U(1)

(0)(4)(4)

且01

101

件,根 治的前立腺全摘除術24件 などがおもなものであ

った.

尿道の手術は79件 施行され(Tablel2),尿 道憩室

摘除術37件,尿 失禁根治術18件,尿 道形成術7件 など

がおもなものであった.

性器 ・その他の手術は178件 施行され(Tablel3),

去勢術52件,鼠 径ヘルニア根治術35件,精 巣固定術22

Tablel2.尿 道 の 手 術(入 院)

手 術 名 男 女 合計

合 計 543488

TablelO・ 膀 胱 の手 術(入 院)

手 術 名 男 女 合計

根治的膀胱全摘除術

(尿道全摘除)

骨盤内臓器全摘除術

膀胱部分切除術

(リンパ郭清)

(尿管膀胱新吻合)

膀胱憩室摘除術

(リンパ郭清)

膀胱膣痩 ・S状結腸膀胱旗閉鎖術

膀胱結腸痩閉鎖術

膀胱皮膚痩術

経尿道的膀胱腫瘍切除術(TUR-Bt)

経尿道的膀胱粘膜切除術(TUR-Bm)

経尿道的膀胱砕石術

経尿道的回腸膀胱吻合部切開術

経尿道的凝血除去術

腹壁再縫合術

試験開腹術

21728

(6)(2)(8)

101

141226

(7)(6)(13)

(2)(4)(6)

167

(D(0)(1)

oii

l且2

ioi

7331104

077

19120

0ii

I23

101

213

尿失禁根 治術

(MMK法)

(Stamey法)

尿道全摘 除術

尿道憩室摘除術

尿道形成術

尿道腫 瘍摘 除術

傍尿道嚢腫摘 除術

傍尿 道腫 瘍摘除術

経尿 道的尿 道腫瘍切 除術(TUR-Ut)

経尿 道的尿道電気凝 固術(TUC-U)

経尿 道的外尿 道括約筋切 開術

尿道息肉 切除術

oisie

(o)Us)(is)

(0)(3)(3)

314

03737

527

101

ioi

101

516

101

101

022

合 計 186且79

Table13.性 器 ・そ の 他 の手 術(入 院)

手 術 名

合 計

男 女 合計

13570205

TablelL膀 胱頸部 ・前立腺 ・精嚢の手術(入 院)

手 術 名 男 女 合計

膀胱頚部YV形 成術

経尿道的膀胱頸部切除術(TUR-Bn)

TUR-Bn+経 尿 道的前立腺切 除術(TUR-P)

前立腺被膜下摘除術

(憩室摘除)

(結石摘除)

(恥骨後腔血腫除去)

TUR-P

(前立腺結石除去)

(憩室切開)

根治的前立腺全摘除術

経会陰式前立腺膿瘍 ドレナージ

経会陰式精嚢膿瘍 ドレナージ

130

021

190

680

(12)(0)

(4)(0)

(1)(0)

4430

(4)(o)

(7)(0)

s40

io

10

13

2i

19

68

(i2)

(4)

(1)

443

(4)

(7)

24

1

1

高位精巣摘除術

去勢術

精巣摘除術

精巣摘除術+精 巣固定術

精巣固定術

陰嚢または精索水瘤根治術

精索静脈瘤根治術

精液瘤根治術

精巣上体摘除術

精管精管吻合術

陰嚢内腫瘤摘除術

外陰部嚢胞摘除術

前位陰嚢矯正術

陰茎全摘除術

索切除術

陰茎形成術

陰茎内異物(プ ロステージス)除去術

陰茎プロステージス挿入

陰茎腫瘤摘除術

外陰部形成術

腹壁ヘルニア根治術

鼠径ヘルニア根治術

子宮筋腫摘除術

9

52

4

z

20

u

6

1

10

i

2

i

1

1

2

i

z

3

2

1

2

35

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

z

O

O

I

9

52

4

2

20

L7

6

1

10

1

2

1

1

1.

z

i

z

3

z

3

z

35

蓋

合 計 56921590 合 計 1753178
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件,陰 嚢または精索水瘤根治術17件 などがおもなもの

であった.

尿路変更術は39件 施行され(Table14),回 腸導管

形成術20件,尿 管皮膚痩術ll件,コ ック代用膀胱形成

術5件 などがおもなものであった.

外 来小手術 お よび特殊検査は 】257件施 行 され,

(Tablei5).前 立腺針生検354件,経 尿道的尿道膀胱

生検298件,経 尿道的膀胱内手術198件,包 茎手術200

件,尿 道息肉手術53件,PNC34件 がおもなものであ

った.

癌化学療法:膀 胱癌および腎孟尿管癌の術後遠隔転

移例5例 に対して,M-VAC療 法を,進 行性精巣腫

瘍2例 に対してVAB-6療 法 を行った。M-VAC療 法

ではCR2例,VAB-6療 法 ではCR1例 が得られ

た.M-VAC療 法 に よる白血球減少例(末 梢血白血

球数100)に 対 しては,CSF使 用により救命しえた.

Table]4.尿 路 変 更 術(入 院)

考

A.セ ミオ ー プ ンシ ステ ム

手 徽 名 男 女 合計

回腸導管形成術

Kock代 用膀胱形成術

Hemi-Kock膀 胱形成術

尿管 ・結腸 ・回腸 ・尿道吻合術

尿管 ・直腸吻合術+人 工肛門設置術

両側尿管皮膚痕術

1側 尿管皮膚痕術

13

5

0

i

O

7

3

720

05

>>

01

11

18

03

合 計 291039

Tablel5.外 来 小手術および特殊検査(外 来)

腎嚢胞穿刺術(PNC)+ア ルコール固定術

経皮的腎孟造影

経尿道的膀胱 内手術

結 石

凝 血

異 物

腫 瘍(TUR-Bt)

ステ ンr留 置

TUL

バスケ ッ トカテーテル法

経尿 道的尿道膀胱生検

前立腺針生検

包茎手術(真 性)

尿道息肉切除術(尿 道脱)

尿道 内手術

陰茎手術(コ ンジローマ)

パ イプカ ット

精巣生検 ・精嚢造影

去勢術

陰嚢水瘤根治術

その他

34

10

且98

(弼)

(53)

(2U

(is>

(s)

(2)

(50)

298

354

200(63)

53(1)

11

騒(18)

29

3

3

且

19

合 計 1,257

察

泌尿器科専門医院開設後6年 半が経過 し,こ の間,

京都市内および長岡京市内の当医院に対 してセ ミオー

プンシステムを採用している11病 院の御協力によりD

1211症 例に対L1317件 の手術を行 うことができた.初

診より診断確定および手術までの期間は各病院の御協

力により非常に短 く,大 変満足すべきものであった.

た とえば,左 尿管癌の66歳 男子例においては,初 診日

より7日 目に手術が施行された.勿 論内視鏡下生検 ・

CT・ エコー・骨シンチグラフィー ・リニアヅク2000

rads前 照 射も含めてである,手 術に際しては,著 者

が執刀し,そ の病院の主治医(泌 尿器科医もしくは外

科医)が 助手を務め,術 後は双方で管理するのを原則

としている。双方で術後管理を行 うため,大 変きめ細

かな術後治療が行え,術 後の患老の治療成績も良好で

あった.ま た,紹 介医 との連絡も密にして,退 院後も

紹介医と著者 との双方が協力 して患者の術後治療およ

び経過観察を行っている(Fig.2)・ す なわ ち,紹 介

医,セ ミオープソシステム病院主治医および著者の三

者のきめ細かな協力により,全 体として患者側に立っ

た医療が比較的理想的に行えたと思われる.開 院当初

は,11ヵ 所 のセミオープソシステム病院に御協力をお

願いしていたが,i著 者の体力 と医療内容の高度化にた

いする迅速な対応の必要性の面 より行動半径も縮小せ

ざるを得ず現在では著者の医院の近 くの6病 院,な か

でも3病 院を中心に御協力をお願いしている(Fig.1).

B.手 術術式

1)前立腺肥大症:前 立腺肥大症に対しては開院当初

は前立腺被膜下摘除術をおもに行っていたが,1985年

より積極的に経尿道的前立腺切除術(TUR-P)を 行

うようになった2).TUR.-Pの 手術時間は1時 間以内

とされているが,著 者の経験では1時 間30分 以内であ

れば問題はない ようである.著 者の現在の力量からす

ると余裕をもって1時 間半以内にTUR-Pを 終了す

るには,前 立腺切除重量60g位 が限度である.そ こ

で,1986年 よ りは術前に経直腸的超音波断層法に よ

る前立腺推定重量を計測 し,60g以 下 にはTUR-P

を,そ れ よ り大きな前立腺肥大症に対してはopen

surgeryを 行っている3).従 って前立腺肥大症に対す

る手術療法は最近では年間TUR-P約80例,前 立腺

被膜下摘全術2～3例 となっている.TUR・Pお よび

前立腺被膜下摘除術後の留置カテーテルとしてNo・22

の二重バルーンカテーテルを用い,術 後出血予防によ

る術後管理の工夫を行っている,
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2)前立腺癌'前 立腺癌に対しては1984年 よ りstage

D1迄 の症例に対 し積極的 に根治的前立腺全摘除術を

行い,現在までに24例 を経験した.術式はWalsh法 に

準じた4)現 在では手術時間も3時 閻以内で,出 血量

も少なく輸血なしで安全に行っている.今 後は超音波

ガイド下に前立腺針生検を行い,よ り早期の前立腺癌

の発見を目指し,全 摘症例の蓄積を行いたいと考えて

いる,

3)尿路上皮癌:膀 胱癌,腎 孟癌,尿 管癌に対する解

放手術例 には,全 例に術前 のCo5。 もしくはLinac

2000radsの 照射を行い,治 療成績の向上を 目指した.

その結果かな り良好な成績が得 られたので,別 の機会

に報告す る予定 であ る.ま た膀胱全摘後のquolity

oflife(QoL)の た め,非 失禁用代用膀胱として,

コック代用膀胱形成術も5例 に行い,満 足すべき結果

が得られた5・6).今 後は,本 法と前立腺全摘除術にお

ける技術との結合により,自 然排尿型の膀胱形成術を

企画している7・8).

4)ペ ニス ・プロステージス挿入:膀 胱全摘1例 と,

前立腺癌去勢術1例 に術後の勃起力回復の目的でself-

containedinflatable型 の プロステージス挿入を行い

大変満足すべき結果が得 られた9).QOLの1つ とし

て考慮されるべき点と思われる.

5)尿道憩室:高 圧尿道造影の導入により,多くの女子

尿道憩室例の手術を行い,良好な結果が得られた正0).他

機関の臨床統計と大きく異なる点であろうと思われる.

6)膀 胱憩室01989年 よ り膀胱憩室に対 し積極的に内

視鏡下憩室口切開術を行っている.

結 語

泌尿器科医院開設 後6年6カ 月 間(1984年7月 ～

1990年12月)の 入院および手術統計を報告した.

1)入院患者総数は1,309名 でその内訳は男子1,020名

女子289名(男 女比3.5:1)で あ つた・

2)頻度の高い疾患は,前 立腺肥大症 膀胱腫瘍,前

立腺癌,尿 管結石症,尿 道憩室,膀 胱頸部硬化症,鼠

径ヘルニァおよび腎腫瘍などであった.

3)入院手術患者総数は1,211名 で,そ の内訳は男子

953名,女 子258名(男 女比3.7・1)で あった.1,211

名に対し1,317件 の手術が施行された.こ れら手術は,

11セ ミオープンシステム病院(最 近では6病 院)に お

いて,著 者と当該病院主治医により行われた,

4)頻 度の高い手術は,TUR-P,TUR-Bt,前 立腺

被膜下摘除術,去 勢術,尿 道憩室摘除術,腎 摘除術,

鼠径ヘルニァ根治術,尿 管切石術,根 治的膀胱全摘除

術およびTULな どであった.
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5)新 しい手術術式 と して,TUR-P,根 治的前立腺

全摘除術,コ ック代用膀胱形成術,ペ ニスプロステー

ジス挿入,内 視鏡下膀胱憩室口切開術,Gi1-Vernet

法(VUR防 止術),Stamey法(腹 圧性尿失禁根治術)

などであった,

6)外 来小手術および検査 として,前 立腺針生検,経

尿道的尿道膀胱生検,包 茎手術,経 尿道的膀胱内手術

および腎嚢胞穿刺術(PNC)+ア ル コール固定術など

であった.

本論 文の要 旨は,神 奈川県泌尿器科医会(1990.11.於 東海

大),第133回 日本泌尿器科 学会関西地方会(1990.12.於 京

都)に おいて報 告した.

新 しい手術手技を ご指導頂いた 京 都大学医 学部泌尿 器科学

教室,当 医院に対 しセ ミオープ ソシステ ムを御 採用頂いた堀

川病院,原 田(高 折)病 院,西 陣病院,西 京病院,大 沢病院,

愛生会 山科病院,済 生会京都府病院,そ の他 の病 院に対 し,

心か ら御礼申 し上げます.
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